











氏名・(本籍) 皐F晶司 松 昭 彦
学イ立の種類 工 字 博 士
学位記番号 用 2 1 9 8 干E王コ
学位授与の日付 昭和 46 年 2 月 24 日
学位授与の要件 学位規則第 5 条第 2 項該当
学位論文題目 水素の接触電解に関するボルタンメトリー的研究
論文審査委員 教(主査授) 品川 睦明


























第百では、 CoS を触媒とし、 NH 4 + を含む溶液に重水を加え、重水素と軽水素の分離係数を求めた
実験を述べている。その分離係数は、電極電位、電流密度、アンモニウム・イオン濃度、及び重水濃
度に依存し、 pHには依存しないことを認めている。
第四章は、結論で、以上の総括を行っている。
論文の審査結果の要旨
本論文は、水銀陰極の水素過電圧を下げる役割をする触媒の Brdicka効果について、電極反応とし
ての機構解明を試みたものである。
すなわち、各種の電気化学的測定を試み触媒の典型としてのシスチンの代りに、硫化コバルトを用
いて類似現象をおこさせ、ついで半導体一般の効果として認めることができるまでに考え方及び実験
方法を発展させた。
またその方法を実用化の域にまでひろげ、電解による重水素濃縮の効率を高める新しい方法を得て
いる。
これらの研究結果は、水素の電解技術に特徴ある改良を施し、同位体濃縮法に新しい知見を加えた
ものであり、原子力工学に寄与するところが大きい。よって、本論文は博士論文として価値あるもの
と認める。
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